「オラ トコの ァネサ に は 困った もんだ て。 オメ サン 助 

けて くん なれ や」 

と 云って、 馬 吉のォ 力 力が 庄屋のと ころへ 泣き こん 

だ。 オラ トコ は 我が家。 お前の 家 はンナ トコと いう。 

ンナ はゥヌ (汝) が ゥナに 変じ、 ンナ となった ものら 

し い。 日本海 岸で ンナ という 言葉 をき くと 語源 を 按ず 

るに 苦しむ が、 奇妙な ことに、 私の すむ 太平洋 岸の 伊 

東 温泉 地方で は汝を ゥヌと 云い、 それ を 自然に ゥナと 

呼びなら わして いるので、 ンナ という 雪国の 方言の 変 

化の 順序が 分る ので ある。 

馬 吉のォ 力 力が ァネサ のこと で 音 を あげてい るの は 



ァネサ が 存分に 怠けて やっても、 その ノロ ノロと した 

一度 だけで 馬 並みの こと は あるから であった。 ァネサ 

の 食 量が やや 馬に 近いだ け、 ォカカ は タダの 人間 をョ 

メに 選ぶ ベ きであった ので ある。 

だから、 ォカ 力が 庄屋の オト トへ 泣き言 をなら ベ に 

でかけても、 庄屋の オト トは 良い ところへ ヒ マツ ブシ 

の 慰み物が きて くれたと 薄笑い をう かべ て、 

「ンナ トコの ァ ネサ、 病気ら か」 

「バカ こき なれ や。 オラ トコの ァネサ にと りつく こと 

がで きる ような 病気が いたら、 呼んでも らいて もんだ」 

r ンナ トコ の ァネサ が 丈夫ら ば、 困る ことがあ ろうば。 



彼女が 七 ッ八ッ のころ、 ミコサ マが 彼女ぐ らいの ジャ 

ベ を 物色して いたので ある。 彼女が 不幸な 夢 をいだ い 

たの は、 この 時に はじまる。 彼女の 一生の 悲しみ は、 

この 時より はじまった。 

一度び ミコサ マの 目ガネ にかない、 膝下に 育てられ 

る ことになると、 大変な もの だ。 まるで 花が 咲いた よ 

うな 美しい 特別の 着物 を 年中 着せられ ている 上に、 七 

ッ八ッ から 紅 オシ ロイまで つけて いるので ある。 第一 

用 いる 言葉 も 違う。 ジャべ だの アン ニヤ だの シッ ベタ 

だの ゲ エル マツ チヨ (蛙の こと) などと いう 下賤な 言 

葉 は 禁止され る。 こういう モロ モロの 下賤なる こと を 



サマ はなん てま ァ 美しくて 品が あるの だろうと 評判が 

良くなる ばかりであった。 そして 天狗の アン ニヤの 元 

服の 時に ョメの 式 も あげて、 晴れて ミコサ マの 跡 をつ 

ぐ ことにな つた。 クマと きて は、 それから 五 年た つて 

も ョメに 所望す る 者がない。 クマ は それ を 天意と 見た _ 

つまり 近々 ォソメ が 死んで、 自分が 改めて ミコサ マに 

選ばれる ための 天の ハ イザイで あろうと 見て いたので 

ある。 

あに はからん や、 ォソメ は 死なずに、 キン 力の 野郎 

のォカ 力から ョメの 口の 所望が きた。 ッ ラッラ 思えば 

ョメの 所望 をう ける の は マン ザラ ではない から、 して 



ような 気がする。 どうして ォソメ が 天狗 様の アン ニヤ 

のョメ になり、 自分が キン 力の 野郎の ョメ になった か、 

どう 考えても ヮケが 分らない。 

馬 吉のォ 力 力が ラッパ を 吹く たびに、 ァネサ は 実に 

虚無 を 感じた。 全身の 力が 一時にぬ けて しまう。 決し 

て 怠けて いるので はない。 シンから ねむたく なったり、 

力が スッ カリ ぬけおちて 身動き をす るの もィャ になる。 

誰が 一 々返事 をしたり、 喋ったり する 気持になる もの 

ゝ o 

力 

しかし、 どうしても、 ォソメ が 死ぬ ような 気がする 

のであった。 谷 を 渡る とき、 足 を すべらして 死ぬ よう 



r ォレも 知らね わ」 

どうも、 困った。 キン 力の 野郎の ァネサ に理を 説い 

て も、 すべて 論争が 役に立たない タテ マエで あるから 

話に ならない。 

「マ ァ、 なんだ わ。 ミコサ マ は 利 巧な 人ら すけ、 バカ 

な こと は、 しな さらね にき まって る わ。 仕方が ねえす 

け、 ォレも あしたの 朝 は 天狗 様へ 行って 待って る わ。 

ォカカ も 来ねば ならん ど。 オト トも キン 力の 野郎 も 連 

れて 来た 方が ええがん だ。 万が 一 、 ァネサ が あたけ や 

がったら 手が つけられね わ。 ォッ カネな ァ。 オラ も、 

こんげ のォッ カネこと は、 生れてから 聞いた ことが ね 



キ まで キリリと しめてい る。 殺気 満々 たる ものが ある _ 

ォカ 力が ドキ ドキ する の もムリ がない。 庄屋 は ァネサ 

を 一 目 見る と、 蛇に 見 こまれた ように、 冷汗が 流れ、 

からだが ふるえて、 動け なくなって しまった。 

「家老 様が 来て くれたの は 良かった ろ も、 こんげ のジ 

サマ にあの ァネサ がふん づ かまる もんだ ろか。 家老 様 

に 万が 一 の ことがあ ると、 オラの 首が 危ね もんだ が、 

困った ことになる もんだ わ」 

と、 庄屋 は 大いに 悲しくな つた。 

ところが、 とんでもなく 意外な ことが 起った ので あ 

る。 
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